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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和1年8月29日(2019.8.29)

【公開番号】特開2017-130643(P2017-130643A)
【公開日】平成29年7月27日(2017.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2017-028
【出願番号】特願2016-142425(P2016-142425)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月17日(2019.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽極と陰極との間にＥＬ層を有し、
　前記ＥＬ層は、発光層を有し、
　前記発光層は、第１の有機化合物を有し、
　前記第１の有機化合物のＴｎ準位のうち一以上は、前記第１の有機化合物のＴ１準位と
の差がＴ１準位＋０．６ｅＶ未満である発光素子。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１の有機化合物のＴｎ準位のいずれか一と、
　前記第１の有機化合物のＳ１準位またはＳｎ準位のいずれか一とのエネルギー差が１ｅ
Ｖ以下である発光素子。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記第１の有機化合物のＴ１準位から、前記第１の有機化合物のＴｎ準位のうち一以上
への励起の際の振動子強度が０．００１５以上である発光素子。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一において、
　前記第１の有機化合物は、テトラセン骨格またはアントラセン骨格を有する発光素子。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一において、
　前記第１の有機化合物は、式（１００）または式（１１０）で表される化合物である発
光素子。
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【化１】

【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一において、
　前記発光素子からの発光は、遅延蛍光を示し、
　前記遅延蛍光成分の発光強度は、前記発光素子からの全発光の発光強度に対して５％以
上である発光素子。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一において、
　前記発光層は、前記第１の有機化合物と、第２の有機化合物と、を有し、
　前記第１の有機化合物は、前記第２の有機化合物よりも高いＳ１準位を有し、
　前記発光素子からの発光は、前記第２の有機化合物に由来する発光素子。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記第２の有機化合物は、ピレン骨格を有する発光素子。
【請求項９】
　請求項７または請求項８において、
　前記第２の有機化合物のＴ１準位は、前記第１の有機化合物のＴ１準位よりも高い発光
素子。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一において、
　前記ＥＬ層は、正孔輸送層を有し、
　前記正孔輸送層は、前記陽極と前記発光層との間に、前記発光層と接して設けられ、
　前記正孔輸送層は、第３の有機化合物を有し、
　前記第３の有機化合物のＴ１準位は、前記第１の有機化合物のＴ１準位よりも高い発光
素子。
【請求項１１】
　請求項１乃至請求項１０のいずれか一において、
　前記ＥＬ層は、電子輸送層を有し、
　前記電子輸送層は、前記陰極と前記発光層との間に、前記発光層と接して設けられ、
　前記電子輸送層は、第４の有機化合物を有し、
　前記第４の有機化合物のＴ１準位は、前記第１の有機化合物のＴ１準位よりも高い発光
素子。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれか一に記載の発光素子と、
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　トランジスタ、または基板のいずれか一と、を有する発光装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の発光装置と、
　マイク、カメラ、操作用ボタン、外部接続部、または、スピーカのいずれか一と、を有
する電子機器。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の発光装置と、
　筐体またはタッチセンサ機能と、を有する電子機器。
【請求項１５】
　請求項１２に記載の発光装置と、
　筐体、カバー、または、支持台のいずれか一と、を有する照明装置。
【請求項１６】
　センサと、制御部と、発光素子と、を有し、
　前記センサにより検出された情報は前記制御部に入力され、
　前記制御部は、前記情報に基づき、電気的に接続された前記発光素子を駆動させる機能
を有し、
　前記発光素子は、陽極と陰極との間にＥＬ層を有し、
　前記ＥＬ層は、発光層を有し、
　前記発光層は、第１の有機化合物を有し、
　前記第１の有機化合物のＴｎ準位のうち一以上は、前記第１の有機化合物のＴ１準位と
の差がＴ１準位＋０．６ｅＶ未満である照明システム。
【請求項１７】
　センサと、制御部と、発光素子と、を有し、
　前記制御部は、通信部と、ＣＰＵと、メモリとを有し、
　前記メモリは、外部情報に基づき前記発光素子を駆動させるためのプログラムを有し、
　前記通信部は、前記センサにより検出された前記外部情報を前記ＣＰＵに送信する機能
を有し、
　前記ＣＰＵは、前記メモリから前記プログラムを読み出し、前記プログラムを実行する
ことにより前記発光素子を駆動させる機能を有し、
　前記発光素子は、陽極と陰極との間にＥＬ層を有し、
　前記ＥＬ層は、発光層を有し、
　前記発光層は、第１の有機化合物を有し、
　前記第１の有機化合物のＴｎ準位のうち一以上は、前記第１の有機化合物のＴ１準位と
の差がＴ１準位＋０．６ｅＶ未満である照明システム。
【請求項１８】
　請求項１６または請求項１７において、
　前記第１の有機化合物のＴｎ準位のいずれか一と、
　前記第１の有機化合物のＳ１準位またはＳｎ準位のいずれか一とのエネルギー差が１ｅ
Ｖ以下である照明システム。
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